
先行き不透明な時代、
しなやかに生きる力を。
人間科学部教授　髙井 逸史
担当科目 ▶ 高齢者・障がい者ケア特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ

2020年はまさしくコロナの1年でした。3密をはじめ自粛生活が日常となり、今やマ

スクなしでは外には出られません。特に高齢者の方は外出を控えると、身体活動

のみならず人との交流も減り、孤立・孤独してしまうことが予想されます。さらに

は”こころ”や”からだ”の健康被害をもたらす場合も。こうした先行き不透明な時

代を柔軟に力強くいかに生きるか、今まさに問われています。そうした課題に対

し、人間共生専攻では専門分野の実践に触れ、探求するフィールドを提供したい

と考えています。ここ近年留学生の方が本研究科専攻に進学され、社会心理学

やスポーツビジネス、ヘルスケアをテーマに実践に基づいた研究を進めていま

す。またコロナ禍の中、オンラインを導入しNTTをはじめ江崎グリコなどが登壇す

る「次世代ヘルスケア戦略セミナー」を開催しました。本研究科専攻では、メディ

ア分野をはじめ、スポーツビジネス、健康医学、死生観、時事問題など多彩で高

度な専門分野を学修することができます。もちろん、経済学研究科など他の専門

領域科目も受講が可能です。2年間で各自テーマを探求し、その学びを社会で活

かしていただくために、フィールドワークや論文作成の技法など、個別に指導して

いきます。臨床に真摯に向き合える公認心理師と臨床心理士を育成します。

臨床に真摯に向き合える
公認心理師と臨床心理士を育成します。
人間科学部准教授　古賀 恵里子
担当科目 ▶ 臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）、
　　　　　臨床心理実習Ⅱ、臨床心理基礎実習

私は30年間、精神科病院で臨床心理士として心理査定、個人心理療法、集団精

神療法等に従事して参りました。臨床現場では、さまざまな心理社会的困難を抱

える患者さんたちと出会います。その中で生まれた問題意識が、現在の研究テー

マである「成長・回復を可能にする治療環境について考える」ということです。ここ

での環境とは、人と人がしっかりと情緒的に関わり続ける関係性を指しています。

その際の一つの治療的アプローチとして、患者さん同士の相互作用が大きな治療

的力を発揮する集団精神療法の実践や理論についても研究しています。

人間科学研究科・臨床心理学専攻では、2年間で学内の心理臨床センター、学外

の医療・教育・福祉それぞれの機関で豊富な臨床体験を積むことができる実習カ

リキュラムが組まれています。そして院生一人ひとりのケースについてケースカン

ファレンスを展開。院生と教員のチームが一体となって、臨床場面で起こっている

ことについて省察する場として機能しています。このような充実した臨床指導体制

のもと臨床に真摯に向き合える公認心理師や臨床心理士を育成していきます。

教員一覧 ■担当科目 ／ □研究テーマ

■臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実
践）、臨床心理面接特論Ⅱ、地域発達相談実習Ⅰ・Ⅱ
（心理実践実習）
□発達障害と子どもの虐待について精神分析的心理
療法の実践を通して研究。

▲

鵜飼 奈津子

■臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに関する理
論と実践）、臨床心理実習Ⅱ、臨床心理基礎実習
□集団精神療法の理論と実践、及び成長や回復が可
能となる環境としての治療共同体に関する研究。

▲

古賀 恵里子
■臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ、
臨床心理実習Ⅰa（心理実践実習）

□臨床心理学とホリスティック（全体的）理論を基礎に、
より良い生活や社会にする為の実践と研究。

▲

中川 一郎

■臨床心理査定演習Ⅱ、臨床心理実習Ⅱ、
司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開
□犯罪・少年事件の原因・心理の解明、犯罪・非行の
あった人の更生のための心理的支援。情状鑑定。

▲

坂野 剛崇

客員教授

京都桂病院 副院長・精神科部長
■集団精神療法特論

▲

岸 信之
認定NPO法人子どもの心理療法支援会 理事長
■心理療法特論

▲

平井 正三

兼担教員

人間共生専攻
■人間関係特論
□リーダーシップとモティベーション、対人社会心理学。

▲

松田 幸弘

臨床心理学専攻

■スポーツマネジメント特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□国際スポーツマーケティング、プロフェッショナルス
ポーツ、スポーツ都市政策。

▲

相原 正道

■コーチング科学特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□さまざまな種目のゲームパフォーマンス分析とコーチン
グ資料の確立。

▲

明石 光史

■映像メディア特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□芸術とテクノロジー、メディアテクノロジー時代におけ
る前衛的表現。

▲

北市 記子

■スポーツハイパフォーマンス特論
□競技パフォーマンス向上のための技術・体力トレーニ
ングとコーチング論。

▲
九鬼 靖太

■身体運動学特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□各種動作の運動制御様式の解明と運動後の軽負荷
動作が身体に与える影響。

▲

楠本 秀忠

■広告ブランディング戦略特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□企業を始めとする組織戦略と広告的なメディア・コ
ミュニケーションとの関係性。

▲

弦間 一雄
■スポーツマーケティング特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□スポーツアセットを活用する企業のマーケティングプロ
セスの世界的な基準の構築を行う。

▲

半田 裕

■人間共生特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□生と性と死の現場で直面する諸問題に即して、人間
共生のための倫理を考える。

▲

平等 文博

■人間関係特論、モティベーション特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□リーダーシップとモティベーション、対人社会心理学。

▲

松田 幸弘

■健康医学特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□不整脈疾患の診断と治療、心臓突然死の予防、生
活習慣病の予防と健康維持。

▲

八尾 武憲

■トレーニング科学特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□健康づくり・トレーニングの効果と検証およびプログラ
ム作成。スポーツウェア・マシンの開発。

▲

若吉 浩二

■消費者行動特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□消費選択における社会性、製品の評価、消費に関わる
社会潮流などを研究。

▲

小松 亜紀子

■メディア社会学特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□ドイツの大学で研究（1999年、2008年）。「自由と意
味」（2001年、世界思想社）等著作多数。

▲

城 達也

■高齢者・障がい者ケア特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□高齢者と障がい者の現状課題に焦点をあて、誰もが自
分らしく住みやすい社会を実現する仕組みを考える。

▲

髙井 逸史

■スポーツクラブマネジメント特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□スポーツとまちづくりのマーケティング（総合型地域ス
ポーツクラブ、プロスポーツクラブ）。

▲

田島 良輝

■時事問題特論、専門演習Ⅰ・Ⅱ
□自助・共助・公助のバランスという観点から時事問題を
考察。

▲

土居 充夫

経営学研究科
■組織リーダーシップ特論
□質問紙調査や行動科学実験を用いた産業・組織心理学
的課題の把握と改善に関するアクション・リサーチ。

▲

高原 龍二
経営情報研究科
■身体情報処理特論
□“脳・からだ”から得られる非線形時系列を対象に人
間を研究。

▲

野村 国彦

兼担教員

人間共生専攻
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